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食祭とやま'98への出展作品づくりに忙しい
富山県洋菓子協会の皆さん

公富山県



あ
な
た
の
知
ら
な
い
キ
ク

hv
噴
水
と
展
示
温
室
を
望
む

ンフ
て

ンヤ

~ 2000年に向か

女吾400メートル八一ドル第1位全国高等学校陸上競妓対抗選手権大会

福
野
町
園
芸
植
物
園

hv
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

コ
ダ
チ
ダ
リ
ア

企これでもキクの仲間なんです

企子ども達も気軽に遊びに来てくれます

泉さん

「
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で

…
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
の
は
、
今
年
八
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高

…
等
学
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
の
女
喜
四
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー

…
ド
ル
で
見
事
第
一
位
に
か
が
や
い
た
、
県
立
泊
高
校
=
一
年
の
笹
川

…
泉
さ
ん
。
地
区
大
会
の
成
績
か
ら
優
勝
候
補
と
目
さ
れ
て
い
ま
し

…
た
が
、
そ
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
乗
り
越
え
て
の
栄
冠
で
し
た
。

無
名
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
だ
っ
た
彼
女
が
、
め
き
め
き
と
成
績

…
を
伸
ば
し
た
の
は
、
昨
年
の
ご
と
。
「
初
め
て
出
場
し
た
イ
ン
タ

…
|
ハ
イ
四
百
メ
ー
ト
ル
走
で
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
、
思
い
が
け

…
ず
予
選
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」
。
次
に
出
場
し
た

…
日
本
選
手
権
で
も
、
さ
ら
に
記
録
を
更
新
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

…
こ
の
大
会
で
笹
川
さ
ん
の
気
持
ち
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

…
「
中
学
校
の
時
か
ら
陸
上
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
正
直
言

…
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
真
剣
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

…
こ
の
大
会
で
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
走
る
う
ち
に
、
競

…
技
選
手
と
し
て
走
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」
。

四
百
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
の
練
習
は
、
今
年
の
冬
の
合
宿
か
ら

…
開
始
。
身
長
一
五
六
セ
ン
チ
と
、
陸
上
選
手
と
し
て
は
小
柄
な
体

笹川

⑬ CONTENT5 

T町Y岡純

巷ゲ

福
野
町
園
芸
植
物
園
(
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ

ー
ク
)
は
、
キ
ク
科
植
物
に
こ
だ
わ
っ
た

植
物
園
。
圏
内
に
は
菊
の
園
芸
種
や
ス
プ

レ
ー
菊
の
ほ
か
、春
か
ら
秋
に
か
け
て
花

を
咲
か
せ
る
野
生
ギ
ク
な
ど
も
植
-
え
ら
れ
、

訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

秋
の
花
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
キ

ク
科
植
物
で
す
が
、
春
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
、

夏
の
ヒ
マ
ワ
リ
、
さ
ら
に
は
ゴ
ボ
ウ
、
フ
キ
、

レ
タ
ス
な
ど
の
野
菜
も
、
み
ん
な
キ
ク
科

な
ん
で
す

D

本
館
の
〈ギ
ャ
ラ
リ
ー
ホ
l

ル
〉
に
は
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
あ
り
、
そ
ん
な
キ
ク

科
植
物
の
不
思
議
や
、
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

〈展
示
温
室
〉
は
、
世
界
の
キ
ク
科
植
物

を
展
示
す
る
コ
ナ
ー
で
す
。
特
に
目
を

引
く
の
は
、高
い
木
に
成
長
す
る
木
本
性

の
キ
ク
科
植
物
た
ち
。メ
キ
シ
コ
原
産
の
「
コ

ダ
チ
ダ
リ
ア
」
や
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の
「
タ

力
サ
ゴ
ギ
ク
」
は
、
高
さ
が
三
j
四
メ
ー

ト
ル
も
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
南
ア
フ

リ
カ
の
乾
燥
地
帯
に
育
つ
キ
ク
科
の
多

肉
植
物
(
葉
に
厚
み
が
あ
る
植
物
)
も
必
見
。

ま
る
で
サ
ボ
テ
ン
の
よ
う
な
形
で
、
私
も

は
じ
め
て
見
た
と
き
は
「
こ
れ
が
本
当
に

三区 五レ
目 おボ

能の十

省真ま
留澄;
揺さ
きん

キ
ク
の
仲
間
な
の
?
」
と
思
っ
て
し
ま
い

ヰ
ふ

|
υ
t
~
。

圏
内
を
ひ
と
ま
わ
り
し
た
ら
〈
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
〉
に
も
立
ち
寄
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
食
用
の
干
し
ギ
ク
や
、
植

物
園
で
栽
培
し
て
い
る
「
お
も
ち
ゃ
カ
ボ

チ
ャ
」
な
ど
楽
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
キ
ク
の
世
界

に
出
逢
え
る
福
野
町
園
芸
植
物
園
。
十
一

月
三
日
祝
j
八
日
日
に
は
、
こ
こ
を
会
場

に
、
福
野
菊
ま
つ
リ
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

至富山

ショyピングセンヲー
アミュー . 

盤盤盤盤題担鴎盟-

. 福野町
閣芸植物園

.福野駅から徒歩10分

・開館時間/午前9時~午後5時

夏期 (7月20日-8月31日)は午後6時まで

・入園料/無料(菊まつりの期聞は有料)

・所在地/福野町柴田屋128 TEL 0763-22-8711 

・休園日/火曜日(祝日除く)

。福野町園芸植物園のオリジナルテレホンカード(2枚1組)を5名

にプレゼントします。ご希望の方は13ページをこ'覧ください。
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ひ
ろ
が
る、

人
に
や

適
合
証
第
一
号

高
岡
市
に
あ
る
食
品
ス

ー
パ
ー

「
ヒ

ラ
キ
ス
ト
ア
野
村
中
央
自
」
は
、
七
月

に
適
合
証
第

一
号
の
交
付
を
受
け
た
。

真
新
し
い
適
合
証
が
掲
げ
ら
れ
た
出

入
口
の
す
ぐ
近
く
に
は
、
幅
三
・五
メ

ー

ト
ル
の
車
い
す
使
用
者
用
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
三
台
分
用
意
さ
れ
て
い
る
。

庖
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
ま
ず
気

が
つ
く
の
は
通
路
の
広
さ
。
同
居
の
通

路
は
幅
‘
了
五
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
整
備
基

E園 ひろがるよにやさしいまちづくり |

富山昭型空
語合誌

準

(

一
・二
メ
ー
ト
ル
)
を
大
き
く
上
回

る
ほ
か
、
車
い
す
の
回
転
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
ら
れ
て
い
る
。

通
路
が
広
い
の
で
、
買
い
物
客
の
動

き
に
も
何
か
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

同
屈
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

の
場
合
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

主
な
整
備
基
準
は
、
次
の
と
お
り
だ
。

V
建
物
の
出
入
口

・
幅
は
八

0
セ
ン
チ
以
上
と
し
、
戸
は

自
動
ド
ア
ま
た
は
車
い
す
使
用
者
が

開
閉
し
や
す
い
も
の
と
す
る
。

V
通
路

・
幅
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

車
い
す
の
回
転
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
。
ま
た
滑
り
に
く
い
表
面
仕
上
げ

と
す
る
。

障害者、高齢者、子 ども連れなど、 誰にでも便利な多目的ト イレ

さ
し
い
ま
ち
つ
く
り

富
山
県
の
花
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
?

人
と
人
が
、
と
も
に
支
え
合
う
姿
?

そ
れ
と
も
、
福
祉
の
心
を
表
す
ハ

i
ト
マ
ー
ク
?

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
富
山
県
民
福
祉
条
例
適
合
証
」
が

こ
の
夏
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

い
ま
、
多
く
の
施
設
が
、

こ
の
適
合
証
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い
る
。

県
民
福
祉
条
例
全
面
ス
タ
ー
ト

県
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す

る
と
と
も
に
障
害
者
等
の
自
立
と
社
会

参
加
を
進
め
る
た
め
、
平
成
八
年
九
月

に
富
山
県
民
福
祉
条
例
を
制
定
し
た
。

基
本
方
針
は
、

「
人
柄
つ
く
り
」

「ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

M

つ
く
り
」

「
ま
ち

n

つ
く
り
」

の
三
つ
だ
。

こ
の
う
ち
「
ま
ち

m

つ
く
り
」
に
つ
い

て
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
の
整
備

基
準
な
ど
を
定
め
る
富
山
県
民
福
祉
条

例
施
行
規
則
が
今
年
四
月
に
施
行
さ
れ

た
c

こ
れ
に
よ
り
、
富
山
県
民
福
祉
条
例

は
全
面
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
な
る
。

V
ト
イ
レ

・
車
い
す
使
用
者
、
高
齢
者
、
子
ど
も

連
れ
な
ど
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
広

い
多
目
的
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
ま

た
出
入
口
の
幅
や
戸
は
、
建
物
の
出

入
口
に
準
ず
る
。

V
駐
車
場

・
出
入
口
近
く
に
、
車
い
す
使
用
者
用

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

V
敷
地
内
通
路

・
段
差
に
は
ス
ロ
ー
プ

以
下
)
を
設
け
る
。

・
溝
ぶ
た
は
、
車
い
す
の
キ
ャ
ス
タ
ー

や
っ
-
え
が
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
な
も

の
に
す
る
。

・
公
道
ま
で、

る
。

(勾
配
1

/
吃

誘
導
ブ
ロ

ッ
ク
を
設
け

車いす使用者用の駐車スペースも確保されている

公道ま で延びる誘導ブロ ック

整
備
基
準
に
か
な
っ
た
生
活
関

連
施
設
に
適
合
証
を
交
付

- 3 一

整
備
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の

は、

病

院
、
商
業
庖
舗
、
飲
食
底
、
集
会
場
な

ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建

物
や
、
公
共
交
通
機
関
の
施
設
、
道
路
、

公
園
な
ど
。

富
山
県
民
福
祉
条
例
は
、
こ
れ
ら
を

「
生
活
関
連
施
設」

と
呼
び
、
施
設
整
備

に
携
わ
る
事
業
者
に
、
整
備
基
準
を
守

る
よ
う
義
務
づ
け
て

い
る
。

ま
た
、
生
活
関
連
施
設
の
中
で
も
規

模
が

一
定
以
上
の
も

の
を

「
特
定
生
活

関
連
施
設
」
と
呼
び
、
新
築

・
増
改
築

の
際
に
は
届
出
を
義
務
づ
け
た
。

適
合
証
は
、
整
備
基
準
を
ク
リ
ア
し

た
生
活
関
連
施
設
に
交
付
さ
れ
る
も
の

な
の
だ
。

生活関連施設

不特定多数の人が利用する建築物、

公共交通機関の施設、道路、公聞

など

特定生活関連施設

集会場、公会堂、公民館、老人福祉施設、児童福祉施設、

博物館、美柿I館、図書館、駅、空港、公衆トイレ、官公庁舎、

学校、地下街

さ善凡，

量叉施連関活

特定生活関連施設

生活関連施設のうち、 一定規模

以上のもの

すべてのもの

患者の収容施設を有するもの

用途面積が300m2を超えるもの

用途面積カIf500m2を超えるもの

- 4一

用途面積カIf1，000m2を超えるもの

1棟について50戸を超えるもの

すべてのもの

病院、診療所

飲食庖、理髪庖、美容院、 クリ ーニング取次庖、銀行など

百貰庖、マーケッ ト、物販庖

劇場、映画館、展示場、ホテル、旅館、 体育館、ボー1)

ング場、マージャン庖、パチンコ直、公衆浴場、な ど

共同住宅

国道、県道、市町村道

都市公園、児童遊園、遊園地、動物園、植物園

建築物

路

園

道

公



ハ大
|切
卜な
の
は

ハ
ー
ド
よ
り

た
だ
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
建
物
を
整

備
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
生
か
す
か

ど
う
か
は
、
人
間
一
人
ひ
と
り
の
ハ
ー

ト
次
第
だ
。

「
売
上
げ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
通

路
の
真
ん
中
に
ワ
ゴ
ン
を
出
し
た
く
な

る
ん
で
す
が
、
じ
っ
と
ガ
マ
ン
し
て
る

ん
で
す
」
と
笑
う
の
は
、
同
庖
営
業
部

長
の
大
橋
さ
ん
。
ま
た
、
屈
長
の
開
さ

ん
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
従
業
員
教
育
に
努

め
た
い
」
と
決
意
を
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
従
業
員
に
は
、
適
合
証

の
交
付
を
契
機
と
し
て
、
「
人
に
や
さ
し

く
」
と
い
う
意
識
が
確
実
に
根
付
き
は

じ
め
て
い
る
よ
う
だ
。

「
車
い
す
の
人
を
見
か
け
た
ら
、
手

を
差
し
延
べ
て
、
買
い
物
を
手
伝
う
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
'
自
然
に
や
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
開
店
長
。

庖長の閉さん

あ
な
た
の
や
さ
し
さ

応
援
し
ま
す

県
で
は
、
生
活
関
連
施
設
を
整
備
す

る
事
業
者
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
福
祉
の
環
境
"つ
く
り
資
金

整
備
基
準
に
基
づ
い
て
生
活
関
連
施

設
を
整
備
(
新
築
、
増
築
、
改
築
、
用
途
変

更
等
)
し
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者
に
対

し
、
資
金
を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま
す
。

融
資
限
度
額
五
千
万
円

融
資
利
率

二
・二
%
(
九
月
現
在
)

融
資
期
間
七
年
(
据
置
期
間

一
年
以
内
)

匝璽ひろがる、人にやさしいまちづくり |

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

バ
リ
ア
フ
リ
l
の
建
物
を
整
備
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
等
の
求
め
に
応
じ
て
、
専

門
知
識
を
持
っ
た
建
築
士
を
無
料
で
派
遣

し
、
必
要
な
助
言
を
行
う
制
度
で
す
。

※
生
活
関
連
施
設
以
外
の
施
設
(
工
場
、
オ

フ
ィ
ス
等
)
に
つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
l
事
例
集
の
発
行

建
築
物
、
公
共
交
通
機
関
、
道
路
、

公
園
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
る
バ

リ
ア
フ
リ

l
の
事
例
を
紹
介
す
る
冊
子

を
十
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
同
庖
の
買

い
物
客
の
う
ち
、
車
い
す
使
用
者
の
割

合
は
、
ほ
か
の
庖
舗
と
比
べ
て
多
い
と

い》つ
。

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

同
居
の
よ
う
な
バ
リ
ア
フ
リ

l
の
生

活
関
連
施
設
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

思
恵
を
受
け
る
の
は
、
障
害
者
や
高
齢

者
ば
か
り
で
は
な
い
。

通
路
が
広
け
れ
ば
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ

l
ト
を
押
し
な
が
ら

買
い
物
を
す
る
人
に
も
便
利
だ
し
、
庖

内
か
ら
駐
車
場
ま
で
の
聞
に
段
差
が
な

け
れ
ば
買
い
物
の
あ
と
自
分
の
車
ま
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ

1
ト
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

ま
た
、
広
い
多
目
的
ト
イ
レ
が
整
備

さ
れ
れ
ば
、
妊
産
婦
や
子
ど
も
連
れ
な

ど
も
利
用
し
や
す
く
な
る
。

さ
ら
に
は
、
従
業
員
に
と

っ
て
も、

段
差
が
な
け
れ
ば
作
業
が
し
や
す
い
。

「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
」
。

そ
れ
が
県
民
福
祉
条
例
の
コ
ン
セ
プ

ト
な
の
だ
。

適
合
証
取
得
に
向
け
た
動
き

こ
れ
ま
で
に
適
合
証
の
交
付
を
受
け

た
の
は
、
「
ヒ
ラ
キ
ス
ト
ア
野
村
中
央
庖
」

県
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

県
で
は
、
既
存
の
県
有
施
設
を
バ
リ

ア
フ
リ
l
化
す
る
た
め
、
「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

整
備
方
針

{
建
築
物
】

重
要
度
の
高
い
施
設
や
、
高
齢
者

・

障
害
者
の
利
用
に
特
に
配
慮
を
要
す
る

施
設
を
中
心
に
整
備
す
る
。

平成10年度に実施する福祉のまちづくり事業
産一守 噌岨箇目白・戸長田 名噛 門 事 醐凶 業 一 内 一 容

魚津総合庁舎自動ドアの設置、豪いす対応電話台の設置など

エレベーターの身障者対応への改修、率いす使用者用の駐車ス
ペースの設置など

多目的トイレの設置、生徒用玄関へのス口一プの設置など

多目的トイレの設置、出入口階段へのスロープの設置など

歩道段差の解消、溝ぶたの改善など

館.6. 
3玄県

建築物

路道ー

。.
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し

ゃ
す
い
住
ま
い

m

つ
く
り
を
提
案
す
る
催
し
で
す
。

【
メ
イ
ン
会
場
の
催
し
】

日

時

十

月

十

六
日
倒
j
十
八
日
間
午
前
十
時
j
午
後
五
時

(
十
六
日
は
、
午
後

一
時

i
五
時
)

テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
(
富
山
産
業
展
示
館
)

バ
リ
ア
フ
リ

l
住
宅
展

.
バ
リ
ア
フ
リ
l
住
宅
の
設
計
例
、
改
修
方
法
の
紹
介

.
バ
リ
ア
フ
リ
l
体
験
コ
ー
ナ
ー

-
住
宅
最
新
情
報
コ
ー
ナ
ー

-
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

ミ
ニ
椅
子
や
レ
タ
ー
ラ
ッ
ク
の
製
作
を
体
験
で
き
る
「
ト
ン
カ
チ
教

室
」
や
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催

多目的トイレのベビーシー卜で、オムツ替えもラクラク

を
は
じ
め
全
部
で
五
件
(
八
月
末
現
在
)
。

い
ず
れ
も
新
築
で
、
は
じ
め
か
ら
整
備

基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た

施
設
だ
。

適
合
証
は
棟
、
単
位
で
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
増
築
の
場
合
、

増
築
部
分
だ
け
で
な
く
既
存
部
分
も
整
備

基
準
に
適
合
し
な
い
と
交
付
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
以
前
か
ら

あ
る
施
設
で
適
合
証
の
交
付
を
受
け
た
と

こ
ろ
は
ま
だ
な
い
の
が
現
状
だ
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
施
設
の
中
に

も
、
ほ
ん
の
少
し
改
修
す
れ
ば
整
備
基

準
を
ク

リ
ア
で
き
る
と
こ
ろ
は
多
い

。

氷
見
市
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

「
プ
ラ

フ
ァ
」
で
は
、
県
が
設
置
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
1
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

を
活
用
し
て
、
改
修
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
生
活
関
連

施
設
で
、
適
合
証
の
取
得
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

【
道
路
】

人
口
集
中
地
区
内
に
お
け
る
、
車
道

と
歩
道
と
の
段
差
解
消
を
中
心
に
整
備

す
る
。

【
公
園
}

建
築
物
に
準
ず
る
。

適
合
証
は
あ
く
ま
で
も
手
段

県
で
は
今
後
、
適
合
証
制
度
を

P

R

し
、
人
に
や
さ
し
い
生
活
関
連
施
設
の

普
及
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

し
か
し
適
合
証
制
度
は
、
あ
く
ま
で

も
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

m

つ
く
り
を
普

及
し
て
い
く
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
。

施
設
整
備
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

m

つ
く
り
に

も
参
加
し
た
県
建
築
士
会
の
中
野
理
事

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
当
面
は
、
適
合
証
制
度
を
ど
ん
ど
ん

P
R
し
て
、
適
合
証
を

一
種
の
ス
テ
ー

タ
ス
に
す
る
。
逆
に
い
う
と
適
合
証
が

な
い
と
恥
ず
か
し
い
と
い
う
雰
囲
気
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
で

も
将
来
的
に
は
、
バ
リ
ア
ブ
リ

l
の
施

設
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
、
適
合
証
制

度
が
不
要
に
な
る
。
そ
れ
が
理
想
、だ
と

思
い
ま
す
ね
」
。
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通路が広ければ¥一家そろっての買い物もゆったり

「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
"
つ
く
り
」
を
進

め
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
県

民
や
事
業
者
も
一
体
と
な
っ
て
連
携
・

協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

県
庁
建
築
住
宅
課
ま
ち
づ
く
り
係

8
0
7
6
4
(
科

)
3
3
5
9

す
ま
い
と
く
ら
し
富
山
フ
エ
ス
タ
開
催

。
.
.
 

関
関
闘
幽

内会
容場

- 6 -

川
川

υア
フ
リ

I
福
祉
機
器
展

-
福
祉
機
器
・
用
具
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

-
車
い
す
、
電
動
車
い
す
の
試
乗
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

箱
祉
用
具
一ア
イ
デ
ア
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会

高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
を
便
利
・
快
適
豊
か
に
す
る
ア
イ
デ
ア

作
品
を
展
示



が
ん
ば
だ
い
ら

h
p
薬
師
岳
と
樺
平
叩
段
ス
イ

ッ
チ
バ

ッ
ク

(立
山
砂
防
ト
ロ

ッ
コ
)

せ
ん
ぼ
う

羨
望
の
か
な
た

幾
千
の
形
宏
、
詞
に
お
ご
る
ほ
ど

あ
さ
は
か
で
は
な
い
の
で
す

く
び
れ
た
大
地
ど
穏
や
か
な
隆
起
の
全
て
か
ら

山
は
縁
の
両
手
を
の
ば
し

い
の

ち

生
命
の
起
源
よ
リ
透
か
に

空
を
愛
し
ん
で
き
た
の
で
す
か
ら

た
γ
』え

英
知
に
た
け
た
哲
学
宏
、
が

溺
れ
る
ほ
ど
に
眺
め
て
も

明
日
を
見
失
っ
た
聖
人
達
、
が

覚
、
窓
な
械
に
し
ば
し
抱
か
れ
て
も

手
掛
か
リ
ひ
ど
っ
盗
め
は
し
な
い
の
で
す

叶
わ
な
い
の
で
す

均
整
の
と
れ
た
山
々
の
肢
体
は

私
達
ど
無
縁
の
時
間
ど
窓
量
で

繰
り
返
す
光
の
粒
子
を
迎
え
入
れ

い
つ
も
何
か
を

燃
え
る
よ
う
に

放
し
て
き
た
の
で
す
か
ら

撮影/松田勉 詩/佐渡真澄

写真プレゼン 卜については13ページ参照



極糧軍強
種種苗

ー
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
に
日
本
人
の
美
意
識
を
感
じ
る
|

宮
田
山

近
代
水
墨
画
の
流
れ
を
紹
介
す
る
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
と
し
て
来
年
四
月

二
十
九
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
富
山
県
水
墨
美
術
館
。

建
物
は
す
で
に
完
成
し
、
現
在
は
美
術
品
の
展
示
に
備
え
、
展
示
室
の
乾
燥
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ρ、
7 、

な
ぜ
水
墨
晶
か

「
優
美
」
「
幽
玄
」
「
わ
び

・
さ
び
」

な
ど
、
日
本
に
は
、
特
色
あ
る
風
土
と

長
い
伝
統
の
も
と
、
独
特
の
文
化
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
現
実
の

奥
に
あ
る
形
な
き
も
の
を
追
求
す
る
美

意
識
で
あ
り
、
水
墨
画
は
、
そ
れ
が
最

も
如
実
に
表
れ
た
も
の
の

一
つ
で
す
。

し
か
し
今
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
美

意
識
は
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
水
墨
美
術
館
は
、
水
墨
画
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
特
有
の
美
と

語
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
美

意
識
を
再
確
認
す
る
場
な
の
で
す
。

問削幽・
〈
限
茶
「
北
斗
」
〉
・

四
季
折
々
の
食
材
を
用
い
た
和
食
な

ど
、
日
本
の
昧
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

-
〈
茶
室
「
墨
光
庵
」
〉
・
・

本
格
的
数
寄
屋
建
築
の
茶
室
に
は
、

立
礼
席
を
設
け
て
お
り
、
静
寂
の
空
間

で
.
服
の
お
茶
を
楽
し
め
ま
す
。

な
お
、
展
示
室
以
外
は
、
入
場
無
料

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

常
設
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す

前
田
青
郁

「
風
神
雷
神
」

州

U

「
風
神
雷
神
」

は
豪
快
に
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い

画
題
だ
が
、
作
者
は
淡
墨
の
渉
み
や
余
白
に
よ
っ

て、

軽
妙
な
趣
の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
自
在

な
筆
の
運
び
に
よ
り
、
墨
の
持
つ
酒
脱
な

一
面
が

よ
く
表
現
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

口
館
内
を
ま
案
内
し
ま
す

m醤:
:
(
常
設
展
示
「
近
代
水
量
蘭
の
系
譜
」
〉
:
:
:

横
山
大
観
、
前
田
青
郁
な
ど
、
近
代

の
代
表
的
な
作
家
約
二
十
五
名
の
水
墨

画
を
展
示
し
ま
す
。

-
〈
常
設
展
示
「
下
保
田
作
品
室
」
V

・i
-

日
本
の
画
壇
で
、
現
在
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
本
県
出
身
の
日
本
画
家
、

下
保
昭
の
水
墨
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

-
〈
展
示
室

1
、
展
示
室

2
〉・

多
彩
な
日
本
文
化
特
有
の
美
を
鑑
賞
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
画
や
染
織
、

陶
芸
な
ど
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

-

〈

映

傷

ホ

ル

〉

・

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
水
墨
画
の
起
源

や
近
代
水
墨
画
の
系
譜
な
ど
を
紹
介
す
る

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
を
放
映
す
る
ほ
か
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

をめ
-君
事

-
友
の
会
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

十
月
下
旬
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
美
術
館
の
良
き
理
解
者
、
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
提
言
、
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

水
墨
美
術
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
提
言
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ひ
ゃ
く
す
い

平
福
百
穂

ば
ん
ざ
ん

Z
ん
し
よ
う

「
晩
山
残
照
」

残
照
に
赤
く
染
ま
っ
た
晩
秋
の
高
原
を
シ
ャ
ー
プ

な
墨
線
で
表
現
し
て
い
る
。
画
面
に
漂
う
し
み
じ

み
と
し
た
東
洋
的
諦
観
や
、

薪
を
背
負
う
人
物
の

後
ろ
姿
に
は
、
人
生
に
寄
せ
る
作
者
の
あ
た
た
か

な
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
。
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• 市役所

至
魚
津

水
墨
美
術
館
で
は
、
開
館
記
念
特
別

展
と
し
て
、
「
横
山
大
観
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

会
期
来
年
四
月
二
十
九
日
明

i
五
月
三
十
日
叩

国

道
41 
号
線

至高山

市内電車大学前行「新富山」下車、徒歩5分

• 県庁
市
内
電
車

問
合
せ

至園道B号線

富
山
県
水
墨
美
術
館

干

9
3
0
1
0
8
8
7

富
山
市
五
福

7
7
7
番
地

(さ
あ
一
緒
に
、
み
な
い
く
)

包

0
7
6
4
(引
)
3
7
1
9

mm
0
7
6
4
(引
)
3
7
2
0

.富山

富山工業
高校• 闘

• 富山大学

至
高
岡

r四四ーーーー回目ー ーー・0担当者に聞きました。 寸

美のありかたは、人々が暮らす風土

に大き く影響されます。

例えば¥地中海沿岸の美術は、明る

い太陽の下で発達しました。このた

め、ギリシャ彫刻に見られるように活動的で肉体的な表現が多く 、

屋外展示力f盛んです。

一方、高温多湿の日本の美術は、雨や雪を防ぐためにひさしを長

くした家屋の内部で発達しました。薄暗い室内で光を放つ金扉風、

蝋燭の明かりの下で輝く蒔絵箱、刻々と変化するかがり火の中で

演じられる薪能の能面など、日本の美の根源は聞にあるといえま

す。

水墨美術館で、は、こうした日本の美を体験していただく ための条

件整備に、とことんこだわっていますD

屋根のひさしは五メートルあり 、太陽光線を遮るようになってい

ます。また、照明を暗くして蝋燭の光を再現できる展示室や、障

子ごしの光で作品を鑑賞できる床の間がある展示室も整備されま

す。

来春、水墨美術館でたくさんの方々にお会いできますことを楽し

みにしております。L______山間四四回目四----回目山田叩岡山J
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県教育委員会文化課主幹 (新美術館建設担当)

福井文夫



ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
開
催

8/13 親子づれでにぎわった会場

聞
宇
宙
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
講
演
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
技
術
へ
の
関
心

を
持
つ
.て
も
ら
お
う
と
い
う
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
八
月
十
三
日
、

ト
リ
プ
ル
ワ
ン

富
山
市
の
タ
ワ
ー

1
1
1
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

橿
こ
れ
は
、
県
が
試
験
研
究
機
関
や
県
立
大

学
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
夏
休
み
子
ど
も

科
学
研
究
室
」
の
五
周
年
を
記
念
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
。
会
場
に
は
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
「
工
ン
デ
バ
|
」
の
模
型
や
宇
宙
服
な

ど
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
元
筑
波
宇
宙
セ
ン

と
し
ひ
こ

タ
ー
所
長
の
菊
山
紀
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
守
ろ
う
地
球
め
ざ
そ
う
宇
宙
」
と
題
し
た

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
菊
山
さ
ん
は
、
宇
官
開
発
に
携
わ
っ
て
き

た
経
験
を
も
と
に
、
無
重
力
状
態
で
の
宇
宙

飛
行
士
の
生
活
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

紹
介
。
ま
た
、
二

O
O
五
年
に
は
宇
宙
ス
テ

圃
健
二
昌

1
ス

2
0
0
0
年
国
体
に

向
か
っ
て
G
O
-
-

8/13 

-
2
0
0
0
年
国
体
冬
季
大
会
ま
で

5
5
5

日
と
な
っ
た
八
月
十
三
日
、
県
民
会
館
前
で

「
2
0
0
0
年
国
体
開
催

5
5
5
日
前
イ
ベ

ン
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

D

-
こ
れ
は
「
第
百
回
大
会
と
な
る

2
0
0
0

年
国
体
に
向
か
っ
て

G
O
(5
)
1
」
と
い

う
こ
と
で
、
国
体
を

P
R
す
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
催
し
で
は
、
中
沖
知
事
と
平
成
5
年
5
月

5
日
生
ま
れ
の

5
歳
児

4
人
の
計

5
人
が
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
広
告
塔
に
点
灯
し
た
ほ
か
、

時
丸
、
風
丸
と
富
山
健
康
科
学
専
門
学
校
の

皆
さ
ん
が
「
時
丸
・
風
丸
体
操
」
を
元
気
よ

く
披
露
し
ま
し
た
。

ー
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
と
い
う
計
画
や
、

百
五
十
年
後
に
は
ス
ペ
ー
ス
コ
ロ
ニ
ー
が
建

設
さ
れ
、
人
類
が
宇
宙
空
間
に
も
住
む
よ
う

に
な
る
と
い
う
予
測
を
披
露
し
た
う
え
で
、

「
こ
れ
ら
は
、
文
明
が
今
後
も
維
持
さ
れ
る

こ
と
が
前
提
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
大
量
消

費
型
の
生
活
を
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
子
ど
も
た
ち
に
地
球
環
境
を
守
る
大

切
さ
を
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
D

田
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
的
探
求
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
施
策
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
か

5
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
広
が
る
、

健
全
育
成
の
輸

8/29 自分たちの感動を熱く語る中学生

語
い
じ
め
防
止
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
取

り
組
む
中
学
生
が
、
活
動
を
通
し
て
得
た
感

動
を
発
表
す
る
「
「
旦
.ω

冨
安
吉
↓
O
〈
〉
豆
〉
」

が
八
月
二
十
九
日
、
と
や
ま
自
遊
館
で
開
催

-
こ
の
体
操
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
作
詞
し
、

本
県
出
身
の
歌
手
高
原
兄
さ
ん
が
作
曲
し
た

曲
「
キ
ト
キ
卜

T
O
Y
A
M
A
」
に
、
同
専

門
学
校
の
片
貝
仁
子
先
生
が
振
り
付
け
た
軽

快
で
躍
動
的
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
で
す
。

田
県
で
は
、
今
後
「
時
丸
・
風
丸
体
操
」
を

ひ
ろ
め
る
な
ど
、
2
0
0
0年
国
体
開
催
に
向

け
た
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

爾
ま
た
、
国
体
の
開
催
に
向
け
て
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る

「
2
0
0
0
年
国
体
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
県

民
運
動
」
と
「
市
町
村
交
通
事
故
防
止
コ
ン

ク
ー
ル
」
も
同
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
催
し

の
中
で
、
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
表
彰
式
と
交

通
安
全
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
「
時
丸
・
風
丸
体
操
」
な
ど
の
問
合
せ
は
、

2
0
0
0年
国
体
富
山
県
実
行
委
員
会
ま
で

8
0
7
6
4
(糾
)
9
6
6
7

カウントダウン 砂

広告塔に仲良く点灯 v

4
司
時
丸
・
風
丸
体
操

さ
れ
ま
し
た
。

-
こ
れ
は
、
中
学
生
た
ち
の
真
剣
な
声
を
広

く
伝
え
、
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に

向
け
た
気
運
を
高
め
よ
う
と
、
今
年
初
め
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
催
し
で
は
、
魚
津
市
の
東
部
中
学
校
が
、

校
区
内
の
小
学
校
と
一
緒
に
開
催
し
た
「
い

じ
め
防
止
子
ど
も
会
議
」
に
つ
い
て
発
表
し

た
ほ
か
、
芝
園
(
富
山
市
)
、
西
傑
(
氷
見
市
)
、

福
野
(
福
野
町
)
の
各
中
学
校
が
、
老
人
施
設

訪
問
な
ど
の
体
験
を
も
と
に
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

-
ま
た
、
大
門
中
学
校
は
、
全
国
で
頻
発
し

た
ナ
イ
フ
犯
罪
を
契
機
に
展
開
し
た
「
ナ
イ

フ
・
ノ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い
て
発

表
。
学
校
や
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組

み
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

慣
少
年
非
行
は
、
「
戦
後
第
四
の
上
昇
期
」

に
入

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
口
県
で
は
、
地
域

と
連
携
し
て
、
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を

実
感

8/29 

-
自
然
や
動
植
物
の
貴
重
な
映
像
を
上
映
す

る
「
別
世
界
野
生
生
物
フ
ィ
ル
ム
・
ツ
ア
ー

川
と
や
ま
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
こ
れ
は
、
世
界
三
大
野
生
生
物
映
像
祭
の

ひ
と
つ
で
、
本
県
で
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ

て
い
る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・

フ
工
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
過
去
の
優
秀
作
品
を

県
内
各
地
で
上
映
し
、
自
然
保
護
の
意
識
を

富山の魅力 1日まるごと全国放送

BS特別番組 Iおーい、ニッポン
~今日は とことん富山県-J

• • 畠山ほコと
スペース

* * 
朝10時から夜8時までの 10時間にわたって富

山県の魅力を全国へ発信する特別番組がNHK

衛星テレビで放送されます。

上映作品から (誇り高きライオンたち)

高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の

P
R
を
兼
ね
て
、
そ
の
非
開
催
年

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

盟
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
大
島
町
絵
本
館

(八
月
八
日
・
九
日
)、

黒
部
市
吉
田
科
学
館

(八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
)
、
県
民
小
劇
場

オ
ル
ビ
ス

(九
月
二
十
六
日
)
の
三
力
所
で

上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
口

-
こ
の
う
ち
、
八
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の

黒
部
市
吉
田
科
学
館
で
は
、
昨
年
の
大
賞
受

賞
作
品
で
、
昆
虫
が
た
く
ま
し
く
繁
殖
し
て

い
く
姿
を
映
し
た
「
エ
イ
リ
ア
ン
の
昆
虫
た

ち
」
な
ど
十
六
本
が
上
映
さ
れ
、
訪
れ
た
親

子
連
れ
な
ど
は
、
自
然
の
厳
し
さ
や
野
生
生

物
の
驚
く
べ
き
生
態
が
充
分
と
ら
え
ら
れ
た

映
像
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

-
こ
の
催
し
は
、
十
月
十
日
に
も
、
富
山
市

民
プ
ラ
ザ
と
砺
波
市
文
化
会
館
の
二
カ
所
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ

工
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

2
0
7
6
4
(
特

)
5
4
6
0

11 

.放送日時・H ・H ・..…

10月25日(日)午前10時~午後8時(生放送)

.放送チャンネル…・・

NHK衛星第2テレビ (BS11チャンネル)

.主な内容……...・H ・...................

発表 1富山の歌
やすし

作詞家の秋元康さんが 「富山の歌」をプロ

デユースします。

県内各地から生中継

メイン会場の海王丸パークで、 海の幸満載

のイ ベン トが展開されるほか、中継車が県

内各地から生中継します。

その他

東京のNHK前広場で開催される観光物産展

の会場などとも多元的に結びます。

J R高岡駅南口の公衆トイレに掲示され

ているプレートです。

普通なら「きれいに使いましょうjとい

うような呼びかけ調にするところでしょ

うが、ここでは、あくまでも利用者の善

意を信頼する表現になっています。

こんな風に感謝されると、「きれいに使

わなければJと思って しまいますね。

実際、 トイレを管理している、高岡市の

公園管理課にお聞きしたところ、このプ

レートを掲示して力、らは、利用者のマナ

ーが向上したそうです。

* * * 

きれいに使っていただき

ありがとうございます。

今月号力、ら始まったこのコーナーて守は、皆さんからの情報をお待ちしています。

身近にある、思わず心が温かくなるような情報をお寄せください。

掲載分には、お礼を差し上げます。
※できれば写真や簡単な地図などを添付してください。

干930-8501 (住所記載不要)

県庁広報課 「富山ほっとスペースI係
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送付先



迷
惑
郵
便
物

受
取
拒
否

の

@
司ー

ュ
」
-
つ
「

J

「〈

ごい
A
V
l
k
ゅ

i

常、って

-
・
・
・
自
宅
に
た
く
さ
ん
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が

聞
⑨
回
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
興
昧
の
な
い
も
の
が
ほ
と

.

.

.

.
 ん
ど
な
の
で
、
封
も
切
ら
ず
に
ゴ
ミ
箱
ヘ
直
行
、

ム
ダ
を
感
じ
ま
す
。
何
と
か
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-
・
・
聞

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
「
受
取
拒
否
」
と
い
う

'hι
・

方
法
を
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か

D

I
t
-
-
「
受
取
拒
否
」
と
記
載
の
う
え
署
名
押
印
し

た
紙
を
郵
便
物
に
貼
る
か
、
直
接
記
載
し
て
ポ
ス
卜
に
投

函
す
れ
ば
、
そ
の
郵
便
物
は
差
出
人
に
一
戻
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

不
要
な
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
い
た
ず
ら
や
嫌

が
ら
せ
の
手
紙
、
差
出
人
不
聞
の
不
審
な
郵
便
物
も
同
様

で
す
(
差
出
人
不
明
の
場
合
は
、
郵
便
局
、が
い
っ
た
ん
保
管
し
、

一
定
期
聞
が
経
過
し
て
も
差
出
人
が
判
明
し
な
い
場
合
に

は
処
分
さ
れ
ま
す
)
。

た
だ
し
、
受
取
拒
否
で
き
る
の
は
開
封
前
の
郵
便
物
に

限
ら
れ
ま
す
。い

っ
た
ん
開
封
し
て
し
ま
う
と
受
取
拒
否

は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
小
包
や
書
留
の
よ
う
に
配
達
員
か
ら
直
接

受
け
取
る
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
配
達
員
に
受
取
拒
否
の

旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、
受
取
印
を
押

し
た
後
は
受
取
拒
否
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
裁
判
所
や
税
務
署
な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
特

別
送
達
の
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
墓
本
的
に
受
取
拒
否
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
1
3
2
1
9
2
3
3
〈
一
般
相
談
v

g
0
7
6
4
1
3
3
1
3
2
5
2
〈
金
融
相
談
〉

・
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

包

0
7
6
6
1
2
5
1
2
7
7
7

-
今
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
「
富
山
ほ

っ
と
ス

ペ
ー
ス
」
(
十
二
ペ
ー
ジ
)
で
は
、
「
ち
ょ
っ

と
素
敵
」
「
こ
ん
な
の
い
い
な
あ
」
と
い
う
富

山
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ネ

タ
が
続
く
か
ど
う
か
が
少
し
心
配
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報

提
供
を
心
か
ら
お
梼
ち
し
て
い
ま
す
。

(Y
)

.
陸
上
の
練
習
場
は
、
高
校
生
の
引
き
し
ま

っ
た
身
体
と

爽
や
か
な
汗
の
匂
い
が
い
っ
ぱ
い
で
、
私
に
と
っ
て
は

ま
さ
に
別
世
界
。
そ
ん
な
感
動
を
笹
川
さ
ん
に
話
し
た

ら
、
「
大
き
な
勘
違
い

。
た
だ
臭
い
だ
け
で
す
よ
」
。
現

役
高
校
生
と
卒
業
後
十
年
が
経
過
し
た
私
と
の
年
齢
差

は
そ
の
ま
ま
感
覚
の
差
と
な
っ
て
い
た
。
普
段
は
歳
の

こ
と
な
ど
考
え
な
い
だ
け
に
、
か
え
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
は

大
き
か

っ
た
。
(
ー
)
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1ページで紹介した I福野町圏芸植物園jのオリ
ジナルテレホンカード (2枚 1紹)と、ピンナップ

とやま (7、8ページ)の写属を5名の方にプレゼ

ントします。官製ハガキに下記のとおり記艶してお

申し込みください。 10月31日消印有効です。

7月号プレゼント当選者
・下山芸術の書量発電所美術館入場券

中国和美さん(富山市)、 I平井幸子さん(富山市)、 山崎礼子さん(富山市)

村田正夫さん(磁波市)、 大久保書与美さん(朝日町)

.ピンナップとやま写真

飛白茂代さん(入善町)、小松f言久さん(氷見市)、 綿谷留j工さん(富山市)

二ツ森売さん(富山市)、 能松愛子さん(高間前)

間
出国口

出固
富
山
県
庁
広
報
課

国
県
広
報
と
や
ま
叩
月
固
有

国

プ

レ

ゼ

ン

ト

係

あ

て

門
〕

希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
名

氏

名

年

齢

郵
便
醤
固
有
住
所

電
話
醤
号

本
誌
の
入
手
方
法

本
誌
に
つ
い
て
の
感
想

-

「県
広
報
と
や
ま
」
は
原
則
と
し
て
毎
月
一
日
に
発
行
し
、
県
庁

正
面
窓
口
、
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー

(県
民
会
館
一
階
)、

県
税
事
務

所
、
市
町
村
役
場
窓
口
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
定
期
購
読
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
購
読
期
間

(
O月
号

1
0
月
号
)
を
明
記
し
、郵

送
料
と
し
て
一
六
O
円
切
手
を
、
必
要
枚
数
(
一
月
あ
た
り
一
枚
)
同

封
の
う
え
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

一T
9
3
0
1
8
5
0
1
(住
所
記
載
不
要
)
富
山
県
庁
広
報
課

J
R
高
山
線
を
猪
ハ
〈
口
駅
で
降
り
て
神
通
川
を
渡
っ
た
あ
た
り
、
大
沢
野
町
下
タ

南
部
地
区
一
帯
は
、
地
蔵
や
馬
頭
観
音
、
さ
ら
に
は
県
内
で
は
め
ず
ら
し
い
道

祖
神
な
ど
二
百
数
十
体
、が
点
在
し
、

P

野
仏
の
里
d

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
こ
こ
に
は
飛
越
交
易
の
中
心
で
あ
っ
た
飛
騨
街
道
が
走
り
、
越
中

側
か
ら
は
米
や
塩
、
ブ
リ
、
飛
騨
側
か
ら
は
、
木
材

や
和
紙
の
原
料
な
ど
が
運
ば
れ
た
。
野
仏
は
、
江

戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、

長
旅
に
出
た
家
族
や
牛
馬
の
無
事
を
祈
る
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
県
内
で
も
こ
の
地
域
に
集

中
し
て
い
る
の
は
、
野
仏
を
杷
る
民
間
信
仰
が
信

州
か
ら
飛
騨
に
広
ま
り
、
さ
ら
に
飛
騨
街
道
を
通
っ
て
こ
の
地
に
ま
で
伝
わ
っ
た

と
風
と
の

な
対
話

s神
通
峡
野
仏
の
里
(
大
沢
野
町

)
S

た
め
と
さ
れ
る
。
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こ
の
素
朴
な
信
仰
は
、
地
域
の
人
々
の
聞
に
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
だ
が
、

野
仏
の
里
に
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
は
な
い
。
聞
こ
え
る
の
は
、
飛
騨
の
山
々
か
ら
神

通
峡
を
通
り
富
山
平
野
へ
と
吹
く
風
が
、
足
早
に
吹
き
ゆ
く
音
ば
か
り
だ
。

ビ
ュ
ー
ヒ
ュ
ル
ル
ル
ル
ル
ル
ー
ー
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
野
仏
と
風
と
が
静
か
に
対

話
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

神
通
峡
の
大
自
然
に
抱
か
れ
、
長
い
歳
月
を

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
き
た
野
仏
た
ち
。

そ
の
穏
や
か
な
目
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

を
見
届
け
て
き
た
。
近
年
、
再
び
県
域
を
越

え
た
交
流
が
盛
ん
に
な
る
な
か
で
、
野
仏
た

も
し
れ
な
い
。

ち
も
時
代
の
新
し
い
風
を
感
じ
て
い
る
の
か

※
県
で
は
今
年
一一
月
、
未
来
に
伝
え
た
い
、
残
し
た
い
、
県
内

五
十
箇
所
の
「と
や
ま
の
音
風
景
」
を
認
定
し
ま
し
た
。



第8回全国食文化交流プラザ富山
10月8日(木)~ 12日(月)
テクノホール(富山産業展示館)ほか

会期

玄場

洋
菓
子
職
人
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
。
そ
の
指
先
か
ら
は
、
合
掌
造
り
の

家
並
み
や
水
車
小
屋
、
お
地
蔵
様
、
神
社
の
鳥
居
な
ど
、
な

つ
か
し
い

風
景
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

い
ま
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
洋
菓
子
で

つ
く
る
世
界
遺
産
」
は
、

食
祭
と
や
ま
犯
の
期
間
中
、
メ
イ
ン
会
場

(
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル

)
に
展
示
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

企
画
発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

富
山
市
新
総
曲
輪

l
E
7

宮
引

'3
1
3
1
(県
民
相
談
電
話
)

食祭とやま'98は、「縄文人の食文化JI富山藩主の正月祝膳JI究極のメニュー

とやま御膳JI世界料理オリンピック入賞作品の再現JI北前船毘布ロードJIあ
すの料理人(高校生のアイデア料理)Jなどのテーマ展示のほか、楽しい催しもい

っぱいです。ぜひご来場ください。

10/12 
(月)

10/11 
(日)

10/10， 
(土)

主なイベントのスケジュール

10/9 
(金)

10/8 
(木)

富山駅前(工クセルホテル前)から

無料シャトルパスを運行します。

-・・・・・E若eI司・・・・・・
.富山駅前→テクノホール

9:00 ~ (毎時00分、30分)~ 16:00 

.テクノホール→富山駅前

10:10~ (毎時 10分 、 40 分 ) ~18:10

12:00-13:00 
おいしい
YAKUZEN 

13:00-14・30
「碓楽コンサー卜J
出演:東儀秀樹

13:00-16:00 
公開研究集会

f漕と肴が育む

未来の食文化J
講師

小川もこ

石毛直道

13:00-16:00 
国際食文化

シンポジウム
講師

大塚滋

国井雅比古

ジユテ・イ オング 他

13:00 

15:00 

10:30-11 :00 
ポクと私の『料理
の鉄人J1年生

11 :30-12・30
美昧しく食べる
ハム・ソーセージ

14:00 

F
A
×判
'
3
3
0
0
(県
民
相
談
フ
ァ
ッ
ク
ス
)

山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ゴ
H
H
U

一¥¥5
2
2・U
「

O
『

片

O
K
ω

ヨ
ω
・
5
¥ 15:00-15:30 

閉会式

降、• 問合せ

県庁生産流通課

包 0764(44) 3271 

12:00-13・00
こだわりー雷
「ゃくぜん富山
ラーメンj

13:00 13:00 
-16:30 -16:00 

公開研究集とやま

会I富山の貴文化

食文化を遇フォーラム

して魚を考講師

えるj 平野レミ

講師 I 他

安部譲二

他

10: 15-1 0:45 
ワインの選び方

t
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ス

α産
テ

ロ
特
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ト
ま
コ

却
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l

同
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h
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冨
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手
'
-
毒
H

UB-
7
A
+
4措
置
酬

加
な
キ

∞
日
航
ト
験

什
.
素
寸
h
A

体

他

10:30-11 :30 
伝統の美と技

f細工かまぼこj

-.12 

票30

聖17
!_3:3_Q-15:30 ~ÖÖ 
f第4回り
ふるさと ;K
水と土講潰会lしN
講師 やB
柳生博 主コ

立;/

7ピ
16:00-17φ00盆壬
昆布と料理盟ヌ
『各地の昆布恐ン
昧くらべj 窓オ

10・30-11目30
オープニングイベン卜
千人前の
ジャンボます寿し

11 :45-12:45 
げんげ汁の試食

10:00 

12:00 

11 :00 

15:45-16:45 
富山漕45号
発表・試飲

16:00 

17:00 

印
刷

側
チ
ユ
|
工
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